
「
法
医
学
」
な
る
用
語
は
（
い
い
か
え
れ
ば
「
裁
判
医
学
」
を
「
法
医
学
」
と
改
称
し
た
の
は
）
片
山
国
嘉
（
一
八
九
○
）
の
提
唱
だ
と
い
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
片
山
は
「
医
学
一
ス
治
療
上
、
衛
生
上
及
ビ
法
律
上
ノ
三
大
応
用
ア
リ
裁
判
医
学
〈
則
チ
〔
略
〕
法
律
上
ノ
応
用
ヲ
講
究
ス
ル
専

門
ノ
学
科
ナ
リ
」
と
斯
学
を
定
義
し
、
法
律
上
応
用
に
は
二
通
り
が
あ
り
、
「
法
律
制
定
上
の
応
用
」
と
「
法
律
執
行
上
の
応
用
」
（
す
な
わ
ち
、

（
１
）

裁
判
進
行
上
）
と
す
る
。
裁
判
医
学
は
と
か
く
後
者
の
み
を
目
的
と
す
る
学
問
と
誤
解
さ
れ
る
。
こ
れ
は
「
裁
判
医
学
と
云
ふ
名
称
が
当
を
得

な
い
。
既
に
立
法
上
に
も
必
要
が
あ
り
と
す
れ
ば
、
須
ら
く
法
律
医
学
と
か
、
法
医
学
と
か
称
す
べ
き
も
の
で
、
裁
判
官
に
も
、
裁
判
医
学
は

立
法
に
も
遡
っ
て
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
だ
と
云
ふ
こ
と
を
悟
ら
す
為
に
も
必
要
だ
と
の
考
へ
か
ら
、
明
治
二
十
三
年
に
医
科
大
学
の
教

（
２
）

授
会
に
提
案
し
て
賛
成
を
得
、
之
を
文
部
省
に
建
議
し
て
、
裁
判
医
学
を
法
医
学
と
改
称
し
た
。
私
の
意
見
が
採
用
さ
れ
た
わ
け
だ
。
」
と
。
こ

れ
ら
を
受
け
て
、
「
片
山
先
生
は
裁
判
医
学
は
単
に
裁
判
関
係
以
外
に
、
立
法
上
に
ま
で
遡
っ
て
研
究
す
る
学
科
で
あ
り
、
そ
の
範
囲
は
広
汎

で
あ
る
。
従
っ
て
法
医
学
と
改
称
す
べ
き
事
を
主
張
し
、
そ
の
案
を
明
治
二
十
三
年
に
医
科
大
学
教
授
会
に
提
出
し
て
賛
成
を
得
、
翌
二
十
四

（
３
）

年
九
月
二
十
五
日
文
部
省
に
稟
請
し
、
同
年
十
月
十
日
に
許
可
さ
れ
た
。
こ
こ
に
始
め
て
法
医
学
の
用
語
が
一
般
に
使
用
せ
ら
れ
、
従
来
の
裁

（
４
）

判
医
学
教
室
は
此
時
よ
り
法
医
学
教
室
と
改
称
さ
れ
た
」
云
奄
そ
し
て
、
こ
の
辺
り
が
定
説
化
さ
れ
て
、
成
書
年
表
等
に
度
盈
引
用
さ
れ
て

い
る
。

騏
轤
撹
蝋
弄
一
鼈
病
昭
和
五
十
九
年
十
月
十
八
日
受
付

「
法
医
学
」
な
る
語
は
い
つ
頃
か
ら
使
わ
れ
た
か

小

関
恒
雄
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ち
な
承
に
「
法
医
学
」
と
改
称
前
（
前
後
）
は
「
断
訟
医
学
」
「
裁
判
医
学
」
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
た
。
「
裁
判
医
学
」
は
意
外
と
新
し
い
。

明
治
五
年
十
一
月
九
日
文
部
省
布
達
「
外
国
教
師
ニ
テ
教
授
ス
ル
医
学
教
則
」
中
、
学
科
目
の
一
つ
と
し
て
「
裁
判
医
学
及
医
制
」
を
挙
げ
て

（
５
）

あ
る
。
こ
れ
が
お
そ
ら
く
最
も
初
期
の
用
例
（
の
一
つ
）
で
あ
ろ
う
。

管
見
の
限
り
に
お
い
て
、
「
法
医
」
は
は
じ
め
次
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
デ
ー
ニ
ッ
ッ
（
葛
．
ロ
ｇ
胃
）
の
警
視
庁
裁
判
医

（
６
）

学
校
で
の
講
義
録
『
断
訟
医
学
』
（
一
八
七
九
年
八
月
刊
）
で
は
、
「
法
学
医
術
」
「
法
学
医
学
」
が
略
記
さ
れ
て
、
「
法
医
ノ
両
学
」
す
な
わ
ち

〃
法
（
学
）
と
医
（
学
）
″
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
書
名
の
通
り
、
も
ち
ろ
ん
の
閏
島
民
目
①
旨
＆
固
口
を
「
断
訟
医
学
」
、

①
凰
○
言
闇
同
舜
を
「
断
訟
医
（
士
）
」
と
訳
し
て
い
る
。
（
ち
な
承
に
、
当
時
は
臂
旦
は
「
医
士
」
が
ふ
つ
う
で
あ
っ
た
。
）

（
７
）

ま
た
、
「
法
医
」
は
ロ
ー
レ
ッ
ッ
（
シ
胃
①
。
胃
ぐ
．
閃
。
§
Ｎ
）
の
愛
知
医
学
校
で
の
断
訟
医
学
講
義
（
一
八
七
九
’
一
八
八
○
）
の
筆
記
ノ
ー
ト

に
も
出
て
く
る
。
た
と
え
ば
、
精
神
病
に
関
し
て
述
べ
た
項
で
、
禁
治
産
、
責
任
能
力
に
つ
い
て
、
「
裁
判
医
土
ノ
検
査
一
一
由
リ
テ
自
宰
カ
ノ
有

無
ヲ
決
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
〔
略
〕
只
法
医
ノ
判
決
二
従
フ
ノ
ミ
也
又
裁
判
上
一
一
於
テ
親
戚
等
来
リ
テ
其
罪
ノ
痴
呆
癩
狂
ナ
ル
ヲ
告
ク
ル
モ
法
官
〈

法
医
ノ
コ
ト
ニ
拠
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
決
シ
テ
親
戚
ノ
訴
ヘ
ヲ
聴
ク
尋
へ
カ
ラ
ズ
故
二
若
シ
一
人
ノ
人
ア
リ
精
神
自
由
ヲ
失
ヒ
タ
ル
ヲ
告
ク
ル
ニ
ア
レ

や
ハ
之
ヲ
法
医
二
附
シ
テ
検
索
セ
シ
ム
」
、
あ
る
い
は
、
「
筍
モ
法
医
タ
ル
モ
ノ
ハ
」
と
か
「
独
国
法
医
ス
ヒ
ッ
タ
氏
」
な
ど
、
明
ら
か
に
「
法

医
」
を
「
断
訟
医
士
」
「
裁
判
医
士
」
す
な
わ
ち
の
①
骨
胃
間
目
の
意
味
に
用
い
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
ロ
ー
レ
ッ
ッ
の
講
義
が
雑
誌

．
（
。
Ｏ
）
（
、
ご
）

（
「
医
事
新
報
」
）
に
載
せ
ら
れ
た
文
で
は
「
断
訟
医
士
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、
「
法
医
学
」
と
い
う
こ
と
ば
は
い
つ
頃
か
ら
出
て
く
る
だ
ろ
う
か
。
片
山
国
嘉
が
欧
州
留
学
中
（
一
八
八
四
’
一
八
八
八
）
、
三
宅
秀

以
上
、
「
法
医
学
」
を
公
に
提
唱
し
た
の
は
片
山
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
自
体
は
間
違
い
で
は
な
い
が
、
で
は
そ
も
そ
も
「
法
医
学
」
な
る
こ

と
ば
を
造
っ
た
の
は
だ
れ
で
あ
ろ
う
か
。
提
唱
（
片
山
）
即
造
語
者
と
誤
解
さ
れ
か
ね
な
い
の
で
、
こ
の
辺
り
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

富
士
川
溝
の
『
日
本
医
学
史
』
（
一
九
四
一
）
す
ら
暖
昧
か
つ
不
正
確
で
あ
る
。
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（
４
）

ら
が
東
京
大
学
医
学
部
別
課
医
学
科
で
裁
判
医
学
講
義
を
担
当
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
三
宅
の
該
講
義
草
稿
（
「
裁
判
医
学
総
論
」
）
で
、

「
裁
判
医
学
旨
ａ
固
口
騨
胃
①
昌
吻
〈
法
学
ノ
ー
部
ニ
シ
テ
医
術
的
法
学
旨
易
胃
且
①
昌
幽
目
①
９
８
ト
云
上
又
法
学
ト
医
学
ノ
合
併
セ
ル
者

ト
為
シ
テ
法
医
学
或
〈
医
法
学
卜
称
ス
、
：
昌
画
目
の
＆
８
庁
噌
房
、
２
日
の
巳
８
胃
の
鼠
“
」
と
述
べ
て
あ
る
。
ま
た
、
彼
の
講
義
を
筆
記
し

た
生
徒
の
ノ
ー
ト
（
明
治
一
八
年
）
中
に
見
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
古
来
此
学
は
（
医
学
で
は
な
く
）
法
学
に
属
し
「
ヅ
リ
ス
プ
ル
デ
ン
チ
ァ

メ
ヂ
カ
」
と
い
わ
れ
る
が
、
「
法
学
ノ
ー
部
二
属
ス
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
両
者
合
併
シ
テ
成
ル
モ
ノ
ナ
ル
ベ
シ
ト
云
ヘ
ル
ョ
リ
法
医
学
、
医
法
学

等
ノ
名
ア
リ
」
と
。

（
、
）

そ
れ
か
ら
、
明
治
二
十
一
年
四
月
二
十
七
日
の
演
説
（
「
裁
判
上
医
学
ノ
必
要
ヲ
論
ス
」
）
で
も
、
三
宅
は
「
法
ト
医
」
「
法
学
ト
医
学
」
の
類
似

性
、
効
用
を
説
い
た
あ
と
、
「
実
二
裁
判
医
学
ト
云
う
名
義
カ
ラ
申
シ
マ
シ
テ
モ
断
訟
医
学
ト
云
う
名
モ
御
座
リ
マ
ス
医
法
学
ト
云
上
法
医
学

ト
云
う
名
モ
付
テ
ア
リ
マ
ス
程
ニ
テ
何
モ
医
学
ノ
中
一
一
裁
判
医
学
力
附
属
テ
居
ル
デ
ハ
ナ
ク
法
学
ノ
大
ナ
ル
モ
ノ
、
内
二
裁
判
医
学
卜
云
フ
モ

ノ
カ
包
含
セ
ラ
レ
テ
居
ル
」
と
述
べ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
公
刊
書
（
誌
）
で
は
な
、
い
か
ら
、
ご
く
限
ら
れ
た
人
に
し
か
目
に
触
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
で
は
雑
誌
等
に
載
っ
た

の
は
い
つ
頃
で
あ
ろ
う
か
。
管
見
の
限
り
で
は
、
明
治
二
十
二
年
七
月
（
一
一
ハ
八
九
）
発
行
の
裁
判
医
学
雑
誌
六
号
に
載
っ
た
森
鴎
外
の
「
法

医
ノ
自
由
」
、
「
希
臘
羅
馬
人
ノ
法
医
学
」
が
噌
矢
と
思
わ
れ
る
（
図
１
）
。
（
「
法
医
」
は
①
閏
。
冨
胃
圃
斤
の
意
。
こ
れ
以
前
は
彼
は
「
裁
判
医
」
「
裁
判

医
学
」
を
用
い
て
い
た
。
以
降
彼
は
「
法
医
学
士
」
と
記
す
。
）
し
か
し
、
こ
れ
と
て
も
ご
く
限
ら
れ
た
読
者
が
対
象
で
は
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
片
山
は
こ
の
こ
ろ
（
明
治
一
七
’
一
二
年
）
留
学
し
て
お
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
「
法
医
学
」
な
る
語
は
片
山
と
係
わ
り
な

く
造
語
使
用
さ
れ
始
め
た
と
み
て
よ
い
。
（
帰
朝
し
た
て
、
盛
ん
に
啓
蒙
活
動
し
て
い
た
片
山
の
暗
示
が
あ
っ
た
と
仮
定
も
で
き
よ
う
が
、
彼
自
身
は
こ
の

（
１
）

こ
ろ
専
ら
「
裁
判
医
（
学
）
」
を
用
い
て
い
た
の
で
あ
る
）
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
前
述
の
ご
と
く
明
治
二
十
三
年
二
八
九
○
）
片
山
は
「
裁
判
医
学

（
教
室
）
」
を
「
法
医
学
（
教
室
）
」
と
改
め
た
い
旨
、
教
授
会
に
計
る
。
当
時
の
医
科
大
学
長
は
三
宅
秀
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
異
存
は
な
か
っ
た
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唱
（
一
八
九
○
）
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
概
観
し
た
。
す
な
わ
ち
、
は
じ
め
、
「
法
医
」
両
学
、
「
法
官
卜
医

官
」
の
意
に
、
そ
の
後
「
法
医
」
は
「
断
訟
医
」
「
裁
判
医
」
の
意
味
に
使
わ
れ
、
あ
る
い
は
「
法
医
」
が
①
の
骨
實
“
閏
昌
と
①
＆
。
言
胃
胃

冨
⑦
豊
。
旨
と
の
両
方
に
混
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（
片
山
、
他
『
法
医
学
提
綱
』
）
。
し
い
て
「
法
医
学
」
な
る
語
の
初
出
を
挙
げ
れ
ば
、
三
宅
秀

（
一
八
八
五
）
と
い
え
よ
う
か
。
公
刊
誌
に
現
れ
た
の
は
、
森
鴎
外
の
使
用
（
図
１
）
が
最
も
早
い
例
（
の
一
つ
）
で
あ
ろ
う
か
。

想
像
す
る
に
、
「
法
医
学
」
は
「
法
医
」
に
「
学
」
を
付
し
て
造
ら
れ
た
も
の
で
、
「
法
律
的
ノ
医
学
」
（
佐
藤
精
一
郎
『
医
家
断
訟
学
」
総
論
一

（
２
）
（
岨
）

八
八
三
）
あ
る
い
は
「
法
律
医
学
」
か
ら
転
じ
た
（
略
称
さ
れ
た
）
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

一
雫
御
到
罰
阿
封
斗
詞
剖
癖
‐
癖
補
誇
誕
‐
》
唖
鍋
州
‐
計
』
津
前
谷
第
二
十
陳
二
歯
し
ル
後
令
一

一
・
Ⅱ
屍
湿
チ
架
ク
ル
ニ
ハ
剖
春
ノ
随
所
二
列
官
ノ
嶮
屍
目
的
チ
忘
レ
ズ
坪
テ
此

文
献
お
よ
び
註

（
１
）
片
山
国
嘉
、
東
洋
学
芸
雑
誌
、
九
三
、
九
四
、
九
五
号
、
一
八
八
九
。

Ｆ
■
Ｉ
Ｐ
ｐ
ｈ
Ｊ
ｈ
ｑ
０
■
ｑ
ｑ
Ｊ
ｇ
■
■
■
日
日
Ｉ
ｉ
四
日
１
０
１
向
。
■
日
用
間
町
卜
■
日
日
Ⅱ
Ｉ
Ｊ
Ｐ
Ｒ
Ｆ
Ｈ
日
伊
日
日
伊
且
■
ｄ
Ｈ
ｕ
８
Ｌ
Ｂ
９
■
Ｐ
Ｐ
Ｐ
■
や
兄
Ⅱ
宇
川
Ｊ
ｑ
Ｉ
・
Ｐ
◆
■
Ｒ
口
己
同
Ｒ
Ｍ
Ｇ
評
Ｒ
４
Ｆ
４
灯
Ｊ
岫
局
ｕ
Ｒ
Ｊ
■
■
Ｂ
口
伸
昭
叶
４
“
Ｈ
Ｊ
９
，
■
属
可
も
■
口
内
Ｕ
同
泪
■
■
日
１
Ｎ
Ⅱ
１
．

弓ロマゴ中■

図 1 ｢法医学」なる語が載った最も初期の

記事

こ
と
だ
ろ
う
。
や
が
て
、
翌
年
十
月
十
四
日
付
官
報

（
ｎ
ｏ
）

に
告
示
さ
れ
る
。
ま
た
彼
は
二
十
三
年
十
二
月
、
既
刊

『
裁
判
医
学
提
綱
』
（
一
八
八
二
’
一
八
八
八
）
を
『
法

（
ｕ
）

医
学
提
綱
』
と
改
題
し
第
一
冊
目
を
刊
行
す
る
。
前

記
「
裁
判
医
学
雑
誌
」
（
裁
判
医
学
会
発
行
）
は
明
治

二
十
五
年
一
月
（
第
五
三
号
）
よ
り
「
法
医
学
雑
誌
」

（
法
医
学
会
発
行
。
た
だ
し
当
会
は
現
・
日
本
法
医
学
会
と

は
別
）
と
改
称
さ
れ
る
。

ま
と
め

以
上
、
「
法
医
（
学
）
」
な
る
語
は
片
山
国
嘉
の
提
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32
レン

（
４
４
）

（
行
Ｏ
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
、
）

（
、
）

「
の
ロ
ノ

〆
１
１
ゞ

片
山
国
嘉
、
『
懐
顧
録
』
（
孔
版
）
、
一
九
三
一
・

「
帝
国
大
学
二
於
テ
ハ
今
回
医
科
大
学
医
学
科
課
目
中
裁
判
医
学
ヲ
法
医
学
ト
改
称
セ
リ
抑
畠
医
学
ノ
応
用
〈
治
療
、
衛
生
及
法
律
ノ
三
途
ニ
ァ
リ

而
シ
テ
此
法
律
上
応
用
二
又
立
法
上
応
用
卜
司
法
上
応
用
ト
ノ
別
ア
リ
然
ル
ー
従
来
此
法
律
上
応
用
ヲ
専
攻
ス
ル
学
科
ヲ
断
訟
医
学
又
裁
判
医
学
卜

名
称
セ
リ
単
二
司
法
上
ヨ
リ
論
ス
ル
ト
キ
ハ
是
ニ
テ
可
ナ
リ
ト
錐
モ
立
法
上
ヨ
リ
論
ス
ル
ト
キ
ハ
甚
タ
不
可
ナ
リ
蓋
シ
此
名
称
タ
ル
ャ
専
ラ
司
法
上

二
偏
シ
テ
毫
モ
立
法
上
ノ
意
味
ヲ
含
有
セ
ス
意
義
狭
院
ニ
シ
テ
其
名
亦
此
学
旨
二
適
合
セ
ス
〔
略
〕
世
人
ヵ
往
々
此
学
ノ
本
旨
ヲ
誤
解
ス
ル
原
因
モ

亦
竝
ニ
ア
リ
是
レ
其
改
称
セ
シ
所
以
ナ
リ
（
文
部
省
）
」
（
官
報
、
二
四
八
九
号
、
一
八
九
一
）
。

『
東
京
帝
国
大
学
法
医
学
教
室
五
十
三
年
史
』
、
同
教
室
、
一
九
四
三
。

こ
の
他
の
用
例
と
し
て
は
、
明
治
六
年
一
月
、
左
院
が
「
裁
判
医
学
」
の
必
要
性
を
建
言
し
て
い
る
（
早
稲
田
大
学
「
大
隈
文
書
」
）
（
６
）
。
ま
た
、

同
年
十
二
月
「
医
制
」
が
上
申
さ
れ
る
が
、
医
学
校
の
条
の
課
目
中
に
「
裁
判
医
学
」
が
出
て
く
る
（
「
太
政
類
典
」
第
二
編
一
三
四
巻
）
。
そ
し
て

明
治
八
年
九
月
、
警
視
庁
に
裁
判
医
学
校
が
創
設
さ
れ
る
（
６
）
、
な
ど
。

小
関
恒
雄
、
犯
罪
学
雑
誌
、
四
六
巻
二
号
、
一
九
八
○
・

小
関
恒
雄
、
犯
罪
学
雑
誌
、
五
○
巻
三
号
、
一
九
八
四
。

安
井
広
、
日
本
医
史
学
雑
誌
、
二
三
巻
一
号
、
一
九
七
七
。

小
関
恒
雄
、
犯
罪
学
雑
誌
、
四
四
巻
一
号
、
一
九
七
八
。

す
で
に
山
崎
佐
が
紹
介
し
て
い
る
が
（
社
会
医
学
雑
誌
、
四
八
二
号
、
一
九
二
七
）
こ
こ
で
は
三
宅
典
次
氏
提
供
の
冊
子
に
拠
っ
た
。
（
な
お
例
の

三
宅
秀
の
「
日
記
一
に
は
、
当
日
「
午
後
二
時
よ
り
司
法
省
行
き
五
時
帰
宅
」
と
あ
る
。
す
る
と
こ
の
演
説
は
、
司
法
省
で
法
曹
家
に
対
し
な
さ
れ

三
宅
秀
の
「
日
記
」
泥

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
）

渡
部
万
蔵
（
『
現
行
法

矢
と
す
る
と
い
う
が
、

た
だ
し
「
法
律
医
学
」

中
に
使
わ
れ
て
い
る
。

跡
は
な
い
。

（
『
現
行
法
律
語
の
史
的
考
察
』
一
九
三
○
）
は
、
「
法
医
学
」
な
る
名
称
は
明
治
二
十
三
年
の
清
水
貞
雄
著
『
法
医
学
提
要
』
を
以
て
噴

」
い
う
が
、
か
か
る
題
名
の
書
は
未
見
。
（
ち
な
み
に
、
清
水
『
実
用
裁
判
医
学
』
一
八
九
○
な
ら
現
存
す
る
。
）

吟
律
医
学
」
な
る
語
は
、
金
沢
医
学
校
で
明
治
八
年
以
降
（
十
二
年
ま
で
の
間
）
講
義
し
た
ホ
ル
テ
ル
マ
ン
の
講
義
録
「
普
通
中
毒
学
」

苧
慮
る
。
こ
れ
は
日
①
島
８
‐
守
門
①
国
鳥
に
当
て
た
訳
語
で
あ
る
が
、
該
講
義
録
に
は
こ
の
語
か
ら
「
法
医
学
」
と
略
記
使
用
さ
れ
た
形

（
新
潟
大
学
医
学
部
）
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NotesontheOriginoftheWord!&Hoi-gaku''

bv

TsuneoKOSRKY

ItisknownthatKuniyoshiKatayama(1855-1931)advocated,inplaceofthepifeviousterm,

f<Saiban-igaku",theuseoftheJapaneseword"Hoi-gaku"tomean"Legalmedicine'',in1890.But

itisnottruethatKatayamacoinedthisword.

Accordingtotheauthor'sresearch,itwasHiizuMiyake(1848-1938)whofirstusedthisword,

earlierthanKatayama,inaboutl885.

Inthispaper,theauthorwilldescribeanddiscussthederivationandtheprocessofpopularization

oftheword@<Hoi-gaku'',andthenconcludethatthiswordwascomposedusingthreeconsistents,

e<ho''(law),@Gi''(,nedicine)and<Ggaku''(-logy).

（
因
ト
）


